
 

令
和
元
年
に
国
が
示
し
た
認
知
症
施
策
推
進
大
綱
で
は
、
65
歳
以
上

の
高
齢
者
約
７
人
に
１
人
が
認
知
症
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
は
誰
も
が
な
り
う
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
発
症
を
遅
ら

せ
る
「
予
防
」
と
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
希
望
を
持
っ
て
日
常
生
活
を

過
ご
せ
る
社
会
「
共
生
」
を
目
指
し
、
認
知
症
の
人
や
家
族
の
視
点
を

重
視
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

認
知
症
に
な
っ
て
も

認
知
症
に
な
っ
て
も  

自
分
ら
し
く
住
み
や
す
い
地
域
を
目
指
し
て

自
分
ら
し
く
住
み
や
す
い
地
域
を
目
指
し
て

９
月
は
認
知
症
予
防
月
間
で
す

９
月
は
認
知
症
予
防
月
間
で
す

特集
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認
知
症
は
誰
も
が
な
り
う
る
病
気
で
す

認
知
症
と
は

認
知
症
の
４
つ
の
種
類
と
特
徴

成
年
後
見
制
度

早
め
の
相
談
・
受
診
が
大
切
で
す

認知症の原因となる病気

 

認
知
症
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
原
因

で
脳
の
細
胞
が
壊
れ
、
働
き
が
悪
く

な
る
こ
と
で
不
都
合
が
生
じ
、
日
常

生
活
に
お
い
て
支
障
が
続
く
状
態
を

い
い
、
加
齢
に
よ
る
物
忘
れ
と
は
異

な
り
ま
す
。

　

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
は
、

脳
内
の
β

ベ
ー
タ

ア
ミ
ロ
イ
ド
と
い
う
た
ん

ぱ
く
質
の
ご
み
が
蓄
積
し
、
神
経
細

胞
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
壊
れ
る
と
発

症
し
ま
す
。
比
較
的
早
い
段
階
か
ら

記
憶
障
害
、
見
当
識
障
害
の
ほ
か
、

不
安
・
う
つ
・
妄
想
が
で
や
す
く
な

り
ま
す
。

　

脳
血
管
性
認
知
症
は
、
脳
梗
塞
な

ど
か
ら
、
神
経
の
細
胞
に
栄
養
な
ど

　

成
年
後
見
制
度
は
、
認
知
症
や
知

的
障
害
な
ど
に
よ
っ
て
判
断
能
力
が

不
十
分
な
人
が
、
経
済
的
な
不
利
益

や
生
活
上
の
不
自
由
さ
を
解
消
す
る

た
め
、
成
年
後
見
人
な
ど
の
支
援
者

が
本
人
の
法
律
行
為
を
支
援
す
る
制

度
で
す
。

　

成
年
後
見
人
な
ど
の
支
援
者
は
、

預
貯
金
の
管
理
や
、
医
療
・
介
護
サ

ー
ビ
ス
な
ど
の
手
続
き
を
、
本
人
に

代
わ
っ
て
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
介
護
や
支
援
を
直
接
的
に
行

う
こ
と
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　

制
度
を
利
用
す
る
際
に
は
、
何
よ

り
、
本
人
の
意
思
を
尊
重
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
本
人
が
メ
リ
ッ
ト
を

感
じ
ら
れ
る
制
度
の
活
用
と
な
る
よ

う
、
身
近
な
親
族
や
支
援
者
と
ま
ず

相
談
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　

本
人
の
大
切
な
財
産
を
守
り
生
活

上
の
不
安
を
解
消
し
て
く
れ
る
制
度

で
す
。
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
室
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。　

が
い
き
わ
た
ら
ず
、
神
経
細
胞
や
神

経
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
壊
れ
る
こ
と

で
、
意
欲
低
下
や
複
雑
な
作
業
に
支

障
が
で
ま
す
。

　

レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
は
、
パ
ー

キ
ン
ソ
ン
症
状
や
幻
視
を
伴
う
な

ど
、
症
状
の
変
動
が
大
き
い
の
が
特

徴
で
す
。

　

前
頭
側
頭
型
認
知
症
は
、
司
令
塔

役
の
前
頭
前
野
を
中
心
に
傷
つ
け
ら

れ
る
た
め
、
我
慢
し
た
り
他
者
を
思

い
や
る
な
ど
の
社
会
性
を
失
っ
た
行

動
を
と
る
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

認
知
症
は
病
気
で
す
。
早
期
に
発

見
し
治
療
を
開
始
す
る
こ
と
で
、
状

態
の
悪
化
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
家
族
や
周
囲
が
異
変
に
気
づ

い
て
も
、
本
人
に
と
っ
て
は
、
不
安

を
伴
う
病
気
で
あ
る
た
め
、
受
診
が

遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
か
か
り
つ
け
医
に
相
談

し
、
必
要
に
応
じ
て
専
門
医
の
紹
介

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
も
認
知
症
に
関
す
る
こ
と
の
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
、

「
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
受
診
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
せ
た
い
が
ど
の

よ
う
に
利
用
す
る
と
良
い
か
分
か
ら

ず
、
家
族
や
周
囲
が
悩
ん
で
い
る
と

き
に
、
医
療
や
福
祉
の
専
門
職
が
チ

ー
ム
と
な
り
、
状
態
に
応
じ
た
支
援

を
行
い
ま
す
。
支
援
の
期
間
は
概
ね

６
カ
月
で
、
継
続
的
に
関
わ
る
こ
と

で
、
本
人
や
家
族
の
相
談
に
対
応
し

ま
す
。

■
認
知
症
の
相
談
窓
口

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

　

三
隅
病
院
（
三
隅
中
３
２
４
２
）

　

☎
43-

０
７
１
１

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

長
門
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

　

（
深
川
・
俵
山
地
区
）

　
　
　

市
役
所
高
齢
福
祉
課
内　
　

　
　
　
　
　
　
　

☎
23-

１
２
４
４

長
門
市
東
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

（
通
・
仙
崎
・
三
隅
地
区
）

　
　
　

地
域
医
療
連
携
セ
ン
タ
ー
内

　
　
　
　
　
　
　

☎
27-

０
４
１
０

長
門
市
西
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

（
日
置
・
油
谷
地
区
）

　
　
　

油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

　

☎
33-

２
０
２
０

※
定
例
の
認
知
症
相
談
会

　

毎
月
第
４
水
曜
日

　
　
　

９
時
～
11
時
30
分（
予
約
制
）

県
若
年
性
認
知
症
支
援
相
談
窓
口

　

山
口
県
立
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
３
６-

５
８-

２
２
１
２

アルツ
ハイマー
型認知症

その他

約67％
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約4％
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子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
人
と
認
知
症
を
学
ぶ

認
知
症
カ
フ
ェ「
お
い
で
～
や
か
ふ
ぇ
」

Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
る
見
守
り
を
支
援

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

認
知
症
の
人
を
理
解
す
る

▲認知症の人への対応を丁寧に学ぶ

▲ほっとするひとときを過ごす

▲認知症の高齢者への声のかけ方を実習

　

認
知
症
カ
フ
ェ
「
お
い
で
～
や
か

ふ
ぇ
」
は
、
認
知
症
の
人
や
そ
の
家

族
が
、
地
域
の
人
や
専
門
家
と
相
互

に
情
報
を
共
有
し
、
お
互
い
を
理
解

し
合
う
場
で
す
。

　

認
知
症
の
人
の
思
い
を
聞
く
こ
と

で
、
認
知
症
と
の
関
わ
り
方
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
気
分
転

換
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
　

■
日
時　
毎
月
第
４
金
曜
日

10
：
00
～
12
：
00

　

※
祝
日
に
よ
り
変
動
あ
り

■
場
所　

　

長
門
市
立
図
書
館
２
階
研
修
室

■
内
容
　
座
談
会
、
折
り
紙
や
塗
り

　

絵
な
ど
の
脳
活
性
化
の
活
動

■
参
加
費　
100
円

　

認
知
症
の
人
は
、
誰
よ
り
も
一
番

不
安
で
、苦
し
み
を
抱
い
て
い
ま
す
。

「
認
知
症
」
で
あ
る
こ
と
を
受
け
入

れ
る
こ
と
は
、
大
き
な
怒
り
や
悲
し

み
、
と
ま
ど
い
を
覚
え
ま
す
。
そ
の

不
安
か
ら
、
周
囲
に
相
談
で
き
ず
本

人
に
あ
っ
た
支
援
を
受
け
ら
れ
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

物
忘
れ
な
ど
の
認
知
症
状
は
緩
や

か
に
進
行
し
ま
す
が
、
徘
徊
行
動
は

い
つ
起
き
る
か
分
か
ら
ず
、
い
ざ
行

方
不
明
と
な
っ
た
場
合
に
、
本
人

や
家
族
に
大
き
な
不
安
を
与
え
ま

す
。
令
和
元
年
度
に
長
門
警
察
署
管

内
で
、
認
知
症
な
ど
に
よ
る
捜
索
や

保
護
さ
れ
た
事
案
は
20
件
に
上
り
ま

す
。

　

本
人
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
た
暮
ら
し
が
行
え
る
よ
う
Ｇ
Ｐ
Ｓ

（
位
置
情
報
サ
ー
ビ
ス
）
を
発
信
す

る
携
帯
型
見
守
り
専
用
端
末
を
「
お

守
り
」
と
し
て
本
人
が
持
ち
、
い
ざ

と
い
う
時
の
備
え
と
し
て
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

■
対
象

　

40
歳
以
上
で
徘
徊
行
動
の
恐
れ
が

　

あ
る
人
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る

　

家
族
な
ど　

■
内
容

　

Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
発
信
す
る
携
帯
型
見
守

　

り
専
用
端
末
の
購
入
ま
た
は
レ
ン

　

タ
ル
の
初
回
費
用
分
を
上
限
２
万

　

円
ま
で
補
助

※
こ
の
ほ
か
手
続
き
の
詳
し
い
内
容

　

に
つ
い
て
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
推

　

進
室
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

ま
ず
は
、身
近
な
人
が
寄
り
添
い
、

共
に
行
動
で
き
る
関
係
性
を
築
く
こ

と
が
支
援
の
第
一
歩
で
す
。

　

認
知
症
が
あ
っ
て
も
自
分
ら
し
く

住
み
や
す
い
地
域
と
な
る
よ
う
、
市

で
は
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
を
行
っ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
高
齢
福
祉
課

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
室　

☎
23-

１
２
４
４

　

認
知
症
の
人
へ
の
対
応
に
は
、
認

知
症
に
伴
う
認
知
機
能
低
下
が
あ
る

こ
と
を
正
し
く
理
解
し
て
い
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
普
段
か
ら
住
民
同
士

が
あ
い
さ
つ
や
声
か
け
を
す
る
こ
と

が
大
切
と
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
講
師
の
派
遣
を
無
料
で

行
っ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
、
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
身
近
な
応

援
者
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

■
対
象

　

地
域
、
企
業
、
学
校
な
ど

■
内
容

　

60
分
か
ら
90
分
の
講
話

　

認
知
症
の
症
状
と
支
援
の
方
法
、

　

診
断
や
治
療
、
接
し
方
な
ど

　

７
月
29
日

（木） 

、
油
谷
小
学
校
で
小

学
校
４
年
生
か
ら
中
学
校
１
年
生
ま

で
の
児
童
生
徒
と
地
域
の
大
人
が
参

加
し
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
座
で
は
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ

イ
ト
で
岡
田
病
院
の
宮
﨑
節
子
さ
ん

が
、
認
知
症
と
は
ど
の
よ
う
な
病
気

な
の
か
や
、
認
知
症
の
人
に
対
す
る

ま
わ
り
の
支
援
方
法
な
ど
に
つ
い

て
、分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
し
た
。

ま
た
、
認
知
症
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
か
る
た
で
大
人
と
一
緒
に
楽
し
み

な
が
ら
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

講
座
の
修
了
後
に
子
ど
も
た
ち
に

は
、
認
知
症
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
タ
ー
証

が
、
大
人
に
は
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

証
が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
小
学
生
は
「
認
知
症
の

人
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
分
か
ら
な

く
な
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
認
知

症
の
人
に
は
や
さ
し
く
接
し
、
な
る

べ
く
た
く
さ
ん
声
を
か
け
て
あ
げ
た

い
と
思
い
ま
す
」
と
学
ん
だ
感
想
を

話
し
ま
し
た
。
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